










　　　とある英雄のエピローグ







※この短編は「今だけ最強の走竜騎士は、いずれ無双の妹勇者を守り抜く」本編を読んだ後でご覧ください。







　　　☆☆




　どこで間違った？




　アンゲル村のあぜ道。

　そこで俺は、トミーという名前の少年に呼び出され何度も殴られていた。

「ゴールド！　お前最近生意気なんだよ!!」

　生意気と言われても思い当たることは無かった。ただただ理不尽な暴力だった。

　つい最近『戦士』の加護に目覚めたトミーは、子供を基準にすれば圧倒的な戦闘能力を用いて、他の子供達を従わせようとしていた。

　強いものが弱いものを支配する。

　単純だが、まだ加護に目覚めていない俺にはどうすることもできないそのルールに屈し、俺は情けなく涙を流してトミーの前にひれ伏していた。

　痛みと恐怖、そして悔しさと情けなさで１人になっても嗚咽が止まらず、俺は部屋に閉じこもり、いっそここで呼吸が止まり死んでしまえたらとすら思っていた。

　だが、トミーの暴力による支配はわずか一週間で終わる。

　それは俺が期待していた大人のゲンコツによる制裁ではなかった。




　　　☆☆




　どこで間違った？




　その光景は、俺の心に焼き付いた。

　その日、トミーは俺に振るった暴力を今度は小さな少女に向けようとしていた。

　仲間を集め、トミーは少女に寄ってたかって石を投げようとしていたのだ。

　親の手伝いで畑仕事をしていた俺は、その様子を見て助けたいという衝動にかられた。

　昔話に出てくる勇者のように、困っている少女をかばい、あの極悪非道な少年をやっつける。それができればなんて楽しいんだろう。

　だが俺は動かなかった。出ていったところで何ができる。現実は昔話とは違う。

　あの小さな少女は、これからいくつも石を投げつけられ怪我をして泣くのだろう。

　それを止めるものは誰もいない。勇者なんて本当はいないんだ。

　そう思いながら、俺はまた泣き出しそうになっていた。

　だがその光景は、俺の悲観的な予想とは違っていた。

「ぶへぇ！！！」

　少年の身体が宙を舞った。

　倒れた少年を見下ろす少女の兄……ギデオン。

　悪が倒れ、正義が勝つ。夢に描いたような結末。

　ああ、そうだ、勇者はいたのだ。

　俺の涙はいつの間にか止まっていた。




　　　☆☆




　どこで間違った？




「パンチの打ち方を教えてくれだって？」

　ギデオン・ラグナソンと初めて会話したのは、あの戦いを目撃してから３日後のことだった。

　俺より１つ年上、６歳のギデオンさんは、困ったような表情をして頭をかいた。

「俺も誰かから教わったわけじゃないからなぁ」

　その表情は子供らしいもので、俺とあまり変わらないように思えた。

　だが、拳を握って構えた瞬間から空気が変わる。

「右手を自分の体に引き寄せて、そこから腰を回転させ体重をこめるようにして打つ」

　拳が風を切る音がした。

　俺と同じ子供であるはずのギデオンさんが、この村の大人達の誰よりも恐ろしく見えた。

「こんな感じかな」

　拳を下ろすとギデオンさんは少し照れくさそうに笑っていた。

「人に教えるのは初めてだから自信はないよ。他に良い師匠を見つけたほうがいいと思うけど……」

　俺はギデオンさんの真似をして拳を握る。

「やっ!!」

　全く同じ動きをしたつもりだったのに、俺の拳が繰り出したパンチは弱々しいものだった。

　俺は恥ずかしくてうつむいた。

「うん、悪くないんじゃないかな」

「え？」

「教えた形はできているよ。あとは何度も何度も繰り返して、自分に合った形にするんだ。俺はそうやった、師匠とかいなかったから」

　俺はもう一度パンチを打った。やはり弱々しい。

　だけどこれは、あの日見た勇者に教えてもらったパンチなんだ。

「ありがとうギデオンさん！　俺、毎日練習するよ！」

　ギデオンさんはきっとアンゲル村を守る最強の戦士となるだろう。

　俺もギデオンさんのように強くなりたい。

　そしてギデオンさんと一緒に戦える仲間になりたい。

　子供だった俺は、その日はじめて夢を持ったのだ。

　その日から毎日、俺は教わったパンチの練習を繰り返した。

　何十、何百、何千、何万と積み重ねた。

　あの日言われた通りに何度も何度も繰り返す。

　辛い日もあったが止めようとは思わなかった。

　だってその先には夢があったから。

　……だが俺の夢が叶うことはなかった。

　ギデオンさんは騎士になるため村を捨てたのだ。




　　　☆☆




　どこで間違った？




　俺が『魔法戦士』の加護に触れられたのは13歳の時だった。

　自分に宿った加護のことを母さんに伝えると、母さんはとても喜び村長に報告した。

　俺の家と村長とは、遠い親戚に当たるらしく昔から付き合いがあった。

　村長は俺の加護のことを村の連中の前で発表し、この小さな村にしては盛大な祝賀会を開いてくれた。

　騎士になるため王都へ向かうギデオンを祝った時よりもずっと盛大なパーティーだ。

「未来の英雄『魔法戦士』ゴールドに乾杯！」

「「「乾杯!!」」」

　大人達は俺のことを褒め称える……嬉しかった。

　パーティーが終わった後。

　俺は夜道を歩く青年を呼び止めた。

「トミー」

「な、なんだゴールドか、脅かすなよ」

　かつて俺を殴り服従させた少年は、今では青年となり大人しい日々を送っている。

　だがそれでも俺は、あの日の屈辱を超えなければならない。

「ゴールドはすげえな、『魔法戦士』か。小さい頃はよく泣いてたってのに」

「ああ、君にも殴られて泣かされたな」

「わ、悪かったよ。でもガキの頃ってのはそういうもんだろ？」

　俺は右の拳を身体に引き寄せ構えた。

「あの時の続きをしよう」

「おいおい冗談きつぜ……まじかよ」

　トミーは俺の顔が本気だと見て、笑顔を引きつらせ構える。

　かつて俺を完膚無きまで敗北させた相手。身体もまだトミーの方がでかい。

　だが勝負は一瞬だった。

　トミーが振り回すようにして放った遅いパンチをかわし、俺は毎日練習し続けた右のパンチを打った。

「ぎゃっ!!」

　俺の拳がトミーの顔面を打ち抜いた。

「ゆ、許してくれ！　俺なんかが『魔法戦士』に勝てるわけないだろ！」

　一撃だ、トミーは折れた鼻を押さえて涙を流し、俺に許しを乞うている。

　当然か。

　トミーが強かったのは１人だけ加護に触れていたからだ。今ではありふれた『戦士』の加護を持つただの村人でしかない。

　彼はもう今日のパーティーに参加していた有象無象と変わらないのだ。

　神から上級加護を与えられた俺の相手になるはずはない。

　そうとも俺は『魔法戦士』ゴールド。

　あの日のギデオンのように、俺も選ばれし勇者なのだ。




　　　☆☆




　どこで間違った？




　俺は師匠を作らなかった。

　一度、領主の城の兵士長が新兵を集めるために村に来たことがあった。

　俺と手合わせした兵士長は。

「素晴らしい素質だ。もし３年の間兵士となってくれればその間に私が剣を教えられる、３年経てば給金と共に村へと戻り、あとは村を守ることに専念すればいい」

　と持ちかけてきた。

　俺は断った。

　俺に師匠は必要ないからだ。

　あの日のギデオンにも師匠はいなかった。騎士となった今は違うのだろうが、あの日のギデオンにはいなかった。

　だから俺にも師匠はいらない。あの日の言葉だけで俺は戦えることを証明してみせる。

　兵士長は残念そうな顔して城へと帰っていった。




　　　☆☆




　どこで間違った？




　俺は村を守る戦士として、モンスターと戦う日々を送っていた。

　アウルベアやグリフォンといった強力なモンスターすら倒せるようになった俺を、村のやつらは英雄として称賛した。

　当然だ。俺は神に選ばれた上級加護持ち。

　この村で誰よりも強い……ただ１人ライバルとなりえたギデオンはもう村にはいない。

　そんな中、暗黒大陸から魔王軍が侵攻してきて、西のフランベルク王国を滅ぼしたといというニュースが流れた。

　人々は恐れおののいたが大陸西岸の戦争であり、このアンゲル村にとっては遠い世界の戦争だった。

　だが魔王軍の勢いは止まらず、いくつもの国を踏み潰しながら戦火はこの村へと近づきつつある。

　だから俺は村を守るため、有志を集め戦士団を作ることにした。

　俺は自ら戦士団に訓練をし、魔王軍と戦える戦士達を育てようとしていた。

「ゴールドさんになんて態度だ！」

　遠ざかっていく青い髪の少女、ルーティの背中に俺の戦士団は罵り声を上げた。

「ゴールドさん、もうあんなヤツ相手にしない方がいいですよ！　魔王軍が来た時も見捨ててしまいましょう！」

「馬鹿なことを言うな、この村の一員である限り守るのが俺達の役割だろう」

「そ、そうですね、すみません！　でもさすがゴールドさんだ!!」

　俺は仲間に向けて笑うが、心は口で言うほど穏やかではなかった。

　村のやつらは誰もが俺を称賛する。

　しかし僅かな例外もいる……それがあのルーティ・ラグナソン。

　あの日、トミーにいじめられていた少女だ。

　ルーティは守られる側の人間だ。トミーに殴られていたかつての俺のように無力な存在だ。

　だからルーティは俺を認めるべきだ、認めなければならない。

　ギデオンの妹であるルーティが俺を認めた時こそが、俺がギデオンを超えたと言える時になるのだから。




　　　☆☆




　どこで間違った？




　ついに魔王軍が攻めてきた。

　ゴブリン退治のために村の外へ出ていた俺と仲間達は、村から煙が上がっているのを見て、急ぎ村へと戻っていた。

「あれを見て！」

　仲間の『射手』クラウディアが叫んだ。

　前方を走る武装した人影。

　だがその顔は人間とは違う怪物のもの。

「魔王軍のオークか！」

「どうしようゴールドさん、迂回した方がいいかな？」

「いやここで仕留める、魔王軍の兵士の実力を試させてもらう！」

　俺は胸の中に沸き起こる感情に戸惑いながらそう言った。

　この感情は歓喜か？

　俺は嬉しいのか……そうだ嬉しいんだ！

　あの日のギデオンにトミーという悪役がいたように、俺にも魔王軍という悪役が必要だ。

　魔王軍を倒し、村を救い、そしてギデオンの妹も俺を英雄だと認めざるを得なくなる。

　俺は今こそ、ギデオンを越えるのだ！




　オークを倒した俺は、その首を持ってアンゲル村へと帰還した。

　……村に帰った俺はギデオンと再会する。

　そして俺は……。




　　　☆☆




「どこで間違った？」

　暗い闇の中、俺は１人走馬灯を眺めていた。

　それも時間のようだ。

　走馬灯はプツリと消え、俺は闇の中１人だけになった。

　俺という人間は、結局何も成し得なかった。

　俺の戦いは、俺の人生は、何の意味もなかった、全くの空虚だった。

　それがどうしようもなく寂しい、そして恐ろしい。

「誰か！　誰か助けてくれ！　俺という人間に意味をくれ！　俺は、こんなはずじゃなかった！　俺はアンゲル村の英雄ゴールドなんだ！　誰か……助けて……」

　涙があふれた、闇の中で暴れ、もがき、叫んだ。

　だがここには誰もいない。

「助けて……」

　だから俺の言葉に応える者はいない。

　俺はただ１人、ここで俺という存在が消えていくのを待つばかりだ。

「ゴールド」

　ありえないはずの声がした。

「ギデオン……さん」

　そこに立っていたのはギデオンさん。

　騎士となったギデオンではなく、あの日、俺にパンチの打ち方を教えてくれた６歳の勇者ギデオンさんだった。

「ギデオンさん、俺はどこで間違ったんだろう、なぜこうなってしまったんだろう」

「ゴールド、君がずっと練習してきたものを見せてくれないか？」

「俺がずっと練習してきたもの」

　俺は立ち上がる。

　あの日から一日だって欠かしたことはない。

　右の拳を身体に引き寄せ、腰を回転させ、体重を込めるように打つ。

　拳が風を切る音がした。

「うん、最高のパンチだ」

　ギデオンさんはそう言って笑う。

　ああ、そうだ……なぜ忘れてしまったのだろう。

　俺はただ、あの日の光景が忘れられなかっただけだったのに。

　英雄になりたいわけでも、認められたいわけでも、ギデオンさんの仲間になりたかったわけでもない、『魔法戦士』の加護すら関係ない。

　俺はただ、あの日のギデオンさんが格好いいと思っただけだ。

　ギデオンさんのように格好いい人間になりたかっただけだったんだ。

「ごめんな、助けてやれなくて」

　ギデオンさんは寂しそうにそう言った。

「大人になった俺は色んなものを背負ってしまった、最強の走竜騎士と言われているのに自分が何でも救える英雄じゃないと理解してしまった」

「ギデオンさんでも忘れてしまうものなのか」

「うん、大人の俺が忘れたものだから、俺はここにいるんだ」




　　　☆☆




　俺とギデオンさんは手をつないで歩く。

　６歳のギデオンさんの手は、こんなにも小さく柔らかい、だけど頼もしい。

　俺達が向かう先には何かがある、多分そこに行けば俺という存在は消えてしまうのだろう。

「そうだ、後ろを振り返ってみて」

「え？」

　ギデオンさんに言われて、俺は振り返った。

　光が見えた。

『私が頑張れば、きっとゴールドさんのやってきたことも少しくらい意味があるんじゃないかなって、そう思って』

　クラウディアだ。

　俺の墓の前でクラウディアがそう言った。

　クラウディアの声が確かに聞こえた。

「あ、え……あぁ……」

「ゴールド……君は間違っていたかもしれない、でも空虚なんかじゃない、意味はあったよ」

　涙を流している俺に、ギデオンさんは優しくそう言ってくれた。

　俺は耐えられなくなり叫ぶ。

「ありがとうクラウディア！　どうか幸せに！　ありがとう！　さようなら！」

　届かないと分かっている。

　それでも叫ばずにはいられなかった。

　俺の人生に意味をくれた彼女の幸せな未来を、俺は祈らずにいられなかったのだ。




　こうしてゴールド・ジョンは死んだ。
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